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る．推進作業中は超泥水がテールポイド部に加圧充満さ  

れているが，作業休止によりテールポイド部の超泥水が  

地下水庄と等圧になった場合，また，長距離推進時に切  

羽からテールポイドへの圧力の伝播が期待されなくなっ  

た場合には，超泥水の分維およびテールポイド部での地  

山の土粒子との置き換えが生じないように可塑剤を注入  

して，テールポイド部の超泥水を分離しにくい半塑性体  

と置き換え低い推力を維持する．通常は管の上部分にこ  

の影響が出るので可塑剤は管の上部に注入する．  

超泥水加圧推進工法の施工  

平松 清和＊  
Kiyokazu Hiramatu  

1．はじめに  

本報告，名古屋市の北部，床内川と新地蔵川に狭まれ  

た北区味鈍地内の家屋が密集している幹線道路下で滞水  

砂礫層のなかを長距離掘進した推進工法の概要および特  

徴と施工集積を述べるものである．  

2．工事鹿妻  

工 事 名 昧鏡汚水幹線下水道築造工事  

企 業 先 名古屋市下水道局  

工  期 昭和63年8月11日～平成元年3月20日  

管  径 ¢800mm  

施工延長 超泥水加圧推進 985m  

（photol，Photo2）  

推進区間 7区間（最長推進区間170m）  

曲線区間 2区間（斤＝240m，月＝330m）  

最長曲線長 Cエ＝60mほ＝240m）  

土  被10m－11m  

土  質 砂礫及びシルト層 透水係数10－2cm／s  

最大礫径15伽Im～20伽m  

地下水位 Gエー2m～－3m   

3．エ法の概要  

超泥水とは，送泥された泥水（比重1．1～1．3）とカッ  

ターで切削された掘削土砂が健桝屋合されて出来る高濃  

度、高比重，高粘性の液体状のものをいう．   

当工法は，この超泥水を切羽ならびにオーバー カット  

（管外径＋5伽m～6伽m）されたテールポイドに加圧充満  

させて，地下水圧十0．2kgf／cm2以上の圧力を保つことに  

よって切羽の崩壊を防ぐとともに，推進管と背面土粒子  

が直接摩襟を生じないので著しく小さい推力で施工でき  

る．   

推進管が受ける摩擦抵抗力は地山の種矧二よらず，テ  

ールポイド内の液状態である超泥水によって決定され  

Fig．1超泥水加圧推進1法フローシート  

¢800仕様（玉石用）  

超泥水加圧推進T：は掘進機諸元   

外  径  1000mm  

本 体             機  長  3（）2（）mm  

音  量  3．8月   

カ  

ツ  

タ  

享＝≡  ＝・  4枚   

ガ  
油r†三ジャッキ推力  20tX4  

向  

制 御  

減    速    機   遊星菌ヰ・平歯車   

書中部（支）味鈍（出）所長  

i  

Fig．2 超泥水加圧推進工法掘削機図  
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TabIel泥水1m3当りの配合・  

材  料   数量（kg）   摘  要   

粘  土   300－450   30kg／袋   

ウラゴメール   16．5   日詰剤12kg／袋   

C M C   2．6   増粘剤20kg／袋   

細  砂   0～150  

水   698－833  

計   1，152．1～1317．1  

Photol超泥水加rl三掘進機  Table2 推進精度表 単位：mm  

スパン   距離（m）   レベル   センター   

Ml－M2   149   ＋20～＋5  11－15   

M2～M3   80   ＋11～－16  15～7   

M3－M4   164   ＋24～－6  11－22   

M4－M5   146   ＋11～－22  18－22   

M5～M6   147   ＋20～一11  23～11   

M6－M7   129   ＋14～－20  27－0   

M7－M8   170   ＋26～＋8  10～17  

Photo2 掘進機後部   破砕摘出が可能である．  

（4）坑外設備がコンパクトで作業ヤードが狭くても施工   

可能である．  

従来の泥水工法のような排泥の処理プラントは設け   

ず、排泥はコンテナタンクにて処理地まで搬出するた   

め，坑外設備としては送泥プラント，＃冒尼バキューム   

ユニット，排泥用コンテナタンク，門型クレーンだけ   

で施工ができ，各設備がコンパクトに作成されている   

ので作業ヤードが狭くても施工可能である．  

（5）排泥は真空圧を利用した空気スラリー輸送を採用し   

ているため，管内は常時換気された状態にあり管内の   

作業環境が良い．   

5．施工実績  

本工事筒所の土質状況は，G⊥－2．5m～－5．Omはシ  

ルト層でその下は一部シルト層を含む透水性の高い砂礫  

層である．礫率は30～50％，N値は30～40であり地下水  

位はGエー2m－3mでその量は豊富であった．このため  

立坑の推進発進部分および到達部分に止水を目的として  

薬液注入を行った．また推進部の最大礫径は15伽m～200  

mmであった．  

（1）泥水管理  

泥水の配合はTablelのとおりで送泥率（＝送泥   

排泥は隔壁に大口径の排出孔および制御弁（排泥パル  

フり により行い，土質および地下水圧に応じて管理圧力  

の上限値，下限値を定め排泥バルブのコントロールによ  

りチャンバー内の超泥水庄を管理する．チャンバー内よ  

り出た排泥は貯泥槽に滞留し，5伽m以上の礫は分離し台  

車で管外に搬出する．5伽皿以下の排泥は¢125mmの排泥  

パイプで空気スラリー輸送によりダンプ式排泥タンクに  

入り排泥処理場へ搬出する．Fig．1に本工法のフローシ  

ート，Fig．2に掘削機の概要を示す．   

4．工法の特徴   

（1）推力が小さく長距離推進が可能である．  

（2）安定したカーブ施工が可能である．  

テールポイドの高安定がはかれる為管体が地山に対   

し無理をせず曲がることができ高精度のカーブ推進が   

可能である．  

（3）玉石層の施工が可能である．   

玉石，礫の取り込みは管径の約1／3程度の礫径まで   

可能である．また巨大障害物に遭遇した場合でも薬液   

注入などの補肋工法の併用により切羽部の安定をはか   

り，掘仔臓前面の隔壁栃に設けてあるマンホールから   
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Fig．3 推力管理グラフ  

Photo3 測量状況   

Table3 日進量  
量÷掘削量）は30％～60％であった．  

泥水の管理は地山の土質によって配合および送泥率を変   

化させた．すなわち，礫分が多くなるにしたがって泥   

水の比重を上げる配合とし，送泥率も上げた．なおこ   

の対応はオペレーターが排泥を観察しながら経験的に   

判断して行った．  

（2）掘削管理   

掘削するうえで最も重要なことは切羽庄の管理であ   

る．切羽圧は通常地下水庄＋0．2kgf／離であるが，当現   

場では地下水庄が約0．6kgf／腑であったので0．8kgf／   

蘭を下限とし上限を1．1kgf／蘭とした．掘削方法は排   

泥バルブを閉じた状態で掘進し，切羽庄が1．1kgf／cm2   

に達すると排泥バルブを開いて排泥を行い，切羽庄が   

0．8kgf／珊2に下がってきたら排泥バルブを再び閉じ   

て，常に切羽圧を上限と下限の間で管理した．路面沈   

下は皆無であった．   

空気スラリー輸送については，土被りが大きく推進距   

離が長いため，バキュームポンプで直接地上の排泥タ   

ンクまで吸い上げることができず，立坑中段切梁上に   

中継用ポンプを増強し施工した．  

（3）施工精度  

推進の施工精度はTable2のとおりであった．いづ   

れのスパンも直線，曲線ともに設計値3仙m以下の誤差   

であった．カーブ推進および方向修正は，掘進機の中   

央部についている方向修正ジャッキの伸縮により行っ   

た．測量方法は，元押ジャッキの間に測点を設置し，   

トランシットおよびレベルで礪造機に取付けたターゲ   

ットを直接視準した．距離が100m以上の場合はレベ   

ルを管内に持込んで測量した．測量回数は1ストラッ  

ト（4（km）毎とし，曲線部についてはレベルトランシ   

ットを管内に設置し，曲線計算はポケットコンピュー   

ターで管理した．photo3に測量状況を示す．  

（4）推力   

スノヾン   距離（m）   推進日数   

Ml～M2   149   17   

M2～M3   80   12   

M3～M4   164   37   

M4－M5   146   19   

M5～M6   147   20   

M6－M7   129   33   

M7－M8   170   25  

超泥水加圧推進工法の特徴である推力はFig．3の   

とおりであり2スパンおよび刃口推進すると想定推力   

は1．5tf／m2となるが，直観 曲線にかかわらず0．3tf／   

m2の低推力で推進することができた．  

（5）日進量   

推進の作業サイクルは午前8時から午后6暗までの1   

日10時間で施工した．各スパンの日進量はTable3の   

とおりで，一番進行のよいスパンでは1日平均8．8m，   

全体平均では1日当り約6m（ヒューム管約2．5本）で   

あった．   

6．おわりに  

当工法は滞水砂礫地盤に対応でき，また長距離推進，  

カーブ推進か可能であるために立坑の数が軽減でき，住  

宅地や商業地などでの施工に適している．今後，下水道  

整備事業において経済性，施工性などの面から注目され  

る工法である．  
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